
毎日に発見を、人生に豊かさを
https://afflu.jp

アフルエント

92024 Sep. 
YOKOHAMA

理想の生活を叶える
快適な空間

AFFLUENTからのプレゼント

TSUWAMONO
─大人の逸品─
GoPro／HERO12 Black

百
年
料
亭

伝
統
が
織
り
な
す

も
て
な
し
の
心





3



 0460-83-9090
 神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1286-116
箱根登山バス「俵石・ガラスの森」バス停より徒歩5分
 https://www.hakone-retreat.com/villa/

宿泊券利用期限：2025年7月31日（木）迄　※除外日あり

箱根・仙石原の1万5000坪の広大な敷
地に18棟のヴィラが点在する同ホテ
ル。北欧リゾートのような温かみと洗
練された雰囲気が同居するヴィラは、
すべて温泉付きで、箱根の自然を目前
に極上のひと時を過ごせる。今夏には、
間取りや趣向の異なる７棟のヴィラを
新設。そのひとつ、「いぶき」16号棟は
塀に囲われたプライベートな庭や広い
浴槽を備えており、自分たちだけの時
間を愉しめる。日常を忘れて自分の心
身と向き合う、癒しの滞在を体験して
みては。

箱根リトリート villa 1/f
温泉スイート（庭苑付）「いぶき」
16号棟 ペア宿泊券（1泊2食付）

1.広さ120㎡の「いぶき」16号棟客室。
2.家族でも入れる広々とした浴槽。小
さな子ども連れでもゆったり過ごせ
る。3.夕朝食は、大正3年創業の温泉
旅館「俵石閣」を改装した「料亭 俵石」
で。近隣の素材を使った本格的な懐石
料理が楽しめる。

1

32

1 1組
2名様

32
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CAMPARI JAPAN株式会社 カスタマーサービス

03-6455-5810（平日9:00～18:00）
 https://camparijapan.com/

希望小売価格：295円（税込）

「ワイルドターキー バーボンハイボール
8% 350ml」1ケース（24本）
ケンタッキーを代表するプレミアムバーボン・
ライウイスキーブランド「ワイルドターキー」
から、「ワイルドターキー バーボンハイボー
ル 8% 350ml」が9月24日（火）に発売。「ワイ
ルドターキー」らしい甘みや香り、しっかり
とした味わいを引き出した今までにないハイ
ボールに仕上がっている。一日の疲れと渇き
を癒す最初の一杯に、あるいは肉料理などと
のペアリングもおすすめ。ウイスキー好きは
ぜひ試してみてほしい。

5名様

各1名様

1組
2名様

Dear Wan Spa Garden
「VILLA twin」ペア宿泊券（1泊2食付）
森のスパリゾート「リソルの森」に、愛犬と泊まれ
る全10棟のヴィラからなる「Dear Wan Spa 

Garden」が10月7日（月）オープン。ヴィラには黒
湯の天然温泉のほか、デッキテラス、専用ドッグ
ランなどが備えられ、細部までドッグフレンドリー
な贅沢空間が広がる。夕朝食はインルーム会席御
膳または房総の恵みを味わうバーベキューで、愛
犬と部屋食で楽しめるのも嬉しい。

0475-35-3333　 千葉県長生郡長柄町上野468-1
県道67号線「板倉IC」より車で約5分
 https://resol-no-mori.com/dearwan

宿泊券利用期限：2025年4月30日（水）迄　※除外日あり
※宿泊者1名あたり2頭まで、1室最大4頭（大型犬は2頭）まで宿泊可

株式会社 蔵元 中野商店
075-205-5335　 https://nakanosu.co.jp/

中野酢
「デイズ貴醸」「デイズ長醸」900ml
昔ながらの製法で100日以上かけて作られる「中野酢」
のお酢は、ツンとした嫌な酸味のない、まろやかでコ
クのある味わいが特徴。今回は飲むサプリメント「デ
イズ」シリーズから、古式伝統製法の黒酢に完熟南高梅、
青梅、梅エキスをブレンドした「貴醸」、発酵熟成させ
たにんにくとデーツを合わせた「長醸」を各1名様にプ
レゼント。味の良さはもちろん、疲労回復や血流促進
など、健康面でもサポートしてくれる逸品だ。
価格：各15,120 円（税込）

https://afflu.jp/present-yokohama/

※締め切りは2024年9月29日（日）
※プレゼント応募は（株）affluentにて承ります。

下記URLまたは左記QRからご応募ください。

Present
皆様に感謝の気持ちを込めて

編集部がセレクトした“とっておき”をプレゼント。

A F F L U E N T  2 0 24  S e p t e m b e r
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本は、創業100年以上の企業数で世界一
を誇る老舗大国だ。長きにわたって大切
に受け継がれてきた数々のこだわりと、

時代ごとに移り変わる顧客のニーズをしっかりと
掴んで対応する柔軟性̶̶。そんな老舗ならでは
の伝統や心遣いを最も身近に感じることができる
場所の一つに、料亭が挙げられる。
　日本各地に数ある料亭のうち、創業100年を超え

る老舗料亭は、とりわけ非日常の特別な体験をも
たらしてくれる存在だ。年月を重ねてきたからこ
そ醸し出される重厚な場の雰囲気に浸りながら、
その土地土地の食材を使った珠玉の料理や酒、そ
して代々継承され磨かれてきたもてなしの心を堪
能する。慌ただしい外界とは違った時の流れに身
を置いて、その店でしか味わえない、貴重で贅沢
なひと時を心ゆくまで楽しみたい。

日

※各料亭の料理写真は一例です。また、
予約や提供の人数など、施設の利用や
注文に条件があるものもあります。写
真以外のメニューも含め、詳細はHP
やお電話などでご確認ください。

ふぐ・日本料理 喜楽庵

百年料亭
伝統が織りなすもてなしの心

老舗の料亭だからこそ体験できる特別な時間がある。
非日常を味わいに、料亭を巡る旅に出かけよう。
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亀松閣が目指すのは「まるで竜宮城へ訪れ
たような、日常とは異なる居心地の良さ」。
真心込めた料理ともてなしで、夢のような
一日を過ごすことができるはずだ。

1  料亭 富士見館（青森県黒石市）
2  料亭 石川（秋田県湯沢市）
3  料亭 京極（岩手県盛岡市）
4  懐石料理 東洋館（宮城県仙台市）
5  四山楼（山形県山形市）
6  料亭 亀松閣（山形県山形市）
7  米沢牛・山懐料理 吉亭（山形県米沢市）
8  日本料理 行形亭（新潟県新潟市）
9  料亭 鍋茶屋（新潟県新潟市）

10  百年料亭 宇喜世（新潟県上越市）
11  磯料理 松月（富山県富山市）
12  割烹 松本館（長野県松本市）
13  料亭 明月楼（石川県加賀市）
14  料亭 山屋（埼玉県川越市）
15  伝統料亭 萬松館（岐阜県岐阜市）
16  ぎふ水琴亭（岐阜県岐阜市）
17  郷土料理 松正（岐阜県多治見市）

18  千歳楼（岐阜県養老町）
19  望洲楼（愛知県半田市）
20  御料理 伊勢幾（滋賀県彦根市）
21  料亭 公楽（香川県宇多津町）
22  得月楼（高知県高知市）
23  料亭 金鍋（福岡県北九州市）
24  日本料理 筑紫亭（大分県中津市）
25  ふぐ・日本料理 喜楽庵（大分県臼杵市）
26  料亭 一力（長崎県長崎市）
27  料亭 田吾作（熊本県熊本市）

宮城県仙台市太白区向山1-1-16　
022-222-7019
https://toyokan.jp
昼 11：30～15：00、夜 17：00～21：00
月曜日
　（祝日の場合は営業し、翌火曜日休業）

百年料亭ネットワーク
参画料亭

年料亭ネットワーク」という名前をご
存じだろうか。それは、『建物及び周
辺施設等が百年以上の歴史』を持つ、

日本を代表する複数の料亭によるプロジェクト。
伝統的な日本料理を守り、それぞれの家風やしき
たりを継承する地域の老舗同士が交流すること
で、国内外からの誘客を促進し、地方都市の活性
化に資することを目的としている。現在、参画し
ている全国27軒の料亭では、伝統のともしびを
大切に守り続けながらも、今の時代に合わせた最
上級のもてなしで、極上の時間を提供している。
今回はその一部を紹介しよう。

「百

百年料亭ネットワーク
https://100nen.info

27の料亭が守り続ける
文化のともしび
〜百年料亭ネットワークとは〜 

「東街道越路」と呼ばれた小高い丘の上に
佇む歴史ある建物。その重厚な雰囲気に浸
りながら、料理人が心を込めてつくった季
節の懐石料理を楽しむことができる。

懐石料理 東洋館
◯  宮城県仙台市

料亭 亀松閣
◯  山形県山形市

　仙
台
市
内
か
ら
広
瀬
川
を
隔
て
た

丘
陵
地
に
あ
る「
東
洋
館
」。
明
治
40

年
創
業
で
、
当
時
の
ま
ま
の
木
造
建

築
が
、
歴
史
の
重
み
を
伝
え
る
重
厚

さ
と
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
。
少
人
数
用
か
ら
大
広
間

ま
で
、
7
つ
の
部
屋
を
有
し
て
お
り
、

ど
の
部
屋
か
ら
も
市
内
の
絶
景
を
一

望
で
き
る
の
が
特
徴
。
春
に
は
桜
、

夏
に
は
青
々
と
し
た
緑
、
秋
に
は
紅

葉
、
冬
に
は
雪
景
色
…
…
と
、
ど
の

時
季
に
訪
れ
て
も
、
季
節
を
象
徴
す

る
よ
う
な
美
し
い
風
景
が
出
迎
え
て

く
れ
る
。

　そ
ん
な
眺
望
と
と
も
に
味
わ
え
る

の
が
、
目
に
も
美
し
い
懐
石
料
理
。

新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心
に
、
旬
の
食

材
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。詩
人・

土
井
晩
翠
ら
文
人
墨
客
に
も
愛
さ
れ

て
き
た
東
洋
館
。
当
時
と
変
わ
ら
ぬ

時
が
流
れ
る
や
す
ら
ぎ
の
空
間
が
、

慌
た
だ
し
い
日
常
の
喧
騒
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

社
の
都
の
絶
景
と

季
節
の
料
理
を

目
と
舌
で
味
わ
う

　杜
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
「
亀

松
閣
」。
こ
こ
は
、
明
治
14
年
、
明
治

天
皇
が
山
形
へ
行
幸
さ
れ
る
際
の
行

在
所
と
し
て
、
初
代
山
形
県
令
・
三

島
通み

ち
つ
ね庸

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
建
物

が
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
誕
生
し

た
、
由
緒
あ
る
料
亭
だ
。

　門
へ
と
続
く
石
畳
に
一
歩
足
を
踏

み
出
す
と
、
も
う
そ
こ
は
日
常
か
ら

離
れ
た
特
別
な
空
間
。建
物
内
に
も
、

明
治
天
皇
が
お
座
り
に
な
ら
れ
た
玉

座
の
間
が
あ
る
「
あ
や
め
の
間
」
な

ど
、
当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
る
貴

重
な
手
が
か
り
が
大
切
に
残
さ
れ
て

い
る
。

　「お
越
し
い
た
だ
く
全
て
の
お
客

様
を
お
料
理
で
笑
顔
に
」
と
い
う
思

い
を
込
め
て
供
さ
れ
る
料
理
は
、
調

味
料
や
天
然
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、

地
元
の
美
味
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
い

る
。
歴
史
あ
る
建
物
で
、
地
酒
や
ワ

イ
ン
と
味
わ
う
山
形
の
旬
。
ほ
か
で

は
体
験
で
き
な
い
贅
沢
な
時
間
だ
。

明
治
天
皇
ゆ
か
り
の

料
亭
で

極
上
の
体
験
を

　江
戸
時
代
末
期
に
、「
津
の
国
屋

吉
貞（
よ
し
て
い
）」の
屋
号
で
絹
織

物
織
元
を
営
ん
で
い
た
の
が
始
ま
り

だ
と
い
う「
吉
亭
」。
映
画『
忍
ぶ
川
』

（
熊
井
啓
監
督
）
の
ロ
ケ
地
と
し
て

も
有
名
で
、
大
正
期
に
建
て
ら
れ
た

本
屋
は
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
を
囲
む
庭

は
、
米
沢
市
内
で
は
最
も
古
い
庭
園

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
米
沢

の
昔
な
が
ら
の
四
季
の
風
情
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
店
を
訪
れ
た
ら
ぜ
ひ
味
わ
い

た
い
の
が
、
米
沢
を
代
表
す
る
食
材

で
あ
る
米
沢
牛
だ
。
厳
選
し
た
牛
肉

を
使
っ
て
供
さ
れ
る
、
す
き
焼
き
や

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
。
そ
し
て
吉
亭
だ
け

の
醍
醐
味
で
あ
る
、
懐
石
料
理
に
準

じ
る
郷
土
料
理
「
山
懐
料
理
」。
大

正
ロ
マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
、
最
上
級

の
地
の
食
材
に
舌
鼓
を
打
つ
。
古
き

良
き
時
代
の
米
沢
を
、
ぜ
ひ
吉
亭
で

体
感
し
て
ほ
し
い
。

古
き
良
き
時
代
の

風
を
感
じ
な
が
ら

米
沢
牛
を
堪
能

山形県山形市薬師町2-8-81　　
023-631-3644
https://kishoukaku.com
昼 11：30～14：30、夜 16：30～22：00
水曜日

米沢牛・山懐料理 吉亭
◯  山形県米沢市

山形県米沢市門東町1-3-46　
0238-23-1128
http://www.yoshitei.co.jp
昼 11：30～15：00（L.O.13：30）、
　夜 17：30～21：00（L.O.19：30）
水曜日

かつて上杉家の家老屋敷があった土地に建
てられたという吉亭。大正や昭和初期にタ
イムスリップしたような気分の中、味わう
料理は格別だ。
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〜百年料亭ネットワークとは〜 

「東街道越路」と呼ばれた小高い丘の上に
佇む歴史ある建物。その重厚な雰囲気に浸
りながら、料理人が心を込めてつくった季
節の懐石料理を楽しむことができる。

懐石料理 東洋館
◯  宮城県仙台市

料亭 亀松閣
◯  山形県山形市

　仙
台
市
内
か
ら
広
瀬
川
を
隔
て
た

丘
陵
地
に
あ
る「
東
洋
館
」。
明
治
40

年
創
業
で
、
当
時
の
ま
ま
の
木
造
建

築
が
、
歴
史
の
重
み
を
伝
え
る
重
厚

さ
と
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
。
少
人
数
用
か
ら
大
広
間

ま
で
、
7
つ
の
部
屋
を
有
し
て
お
り
、

ど
の
部
屋
か
ら
も
市
内
の
絶
景
を
一

望
で
き
る
の
が
特
徴
。
春
に
は
桜
、

夏
に
は
青
々
と
し
た
緑
、
秋
に
は
紅

葉
、
冬
に
は
雪
景
色
…
…
と
、
ど
の

時
季
に
訪
れ
て
も
、
季
節
を
象
徴
す

る
よ
う
な
美
し
い
風
景
が
出
迎
え
て

く
れ
る
。

　そ
ん
な
眺
望
と
と
も
に
味
わ
え
る

の
が
、
目
に
も
美
し
い
懐
石
料
理
。

新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心
に
、
旬
の
食

材
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。詩
人・

土
井
晩
翠
ら
文
人
墨
客
に
も
愛
さ
れ

て
き
た
東
洋
館
。
当
時
と
変
わ
ら
ぬ

時
が
流
れ
る
や
す
ら
ぎ
の
空
間
が
、

慌
た
だ
し
い
日
常
の
喧
騒
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

社
の
都
の
絶
景
と

季
節
の
料
理
を

目
と
舌
で
味
わ
う

　杜
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
「
亀

松
閣
」。
こ
こ
は
、
明
治
14
年
、
明
治

天
皇
が
山
形
へ
行
幸
さ
れ
る
際
の
行

在
所
と
し
て
、
初
代
山
形
県
令
・
三

島
通み

ち
つ
ね庸
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
建
物

が
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
誕
生
し

た
、
由
緒
あ
る
料
亭
だ
。

　門
へ
と
続
く
石
畳
に
一
歩
足
を
踏

み
出
す
と
、
も
う
そ
こ
は
日
常
か
ら

離
れ
た
特
別
な
空
間
。建
物
内
に
も
、

明
治
天
皇
が
お
座
り
に
な
ら
れ
た
玉

座
の
間
が
あ
る
「
あ
や
め
の
間
」
な

ど
、
当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
る
貴

重
な
手
が
か
り
が
大
切
に
残
さ
れ
て

い
る
。

　「お
越
し
い
た
だ
く
全
て
の
お
客

様
を
お
料
理
で
笑
顔
に
」
と
い
う
思

い
を
込
め
て
供
さ
れ
る
料
理
は
、
調

味
料
や
天
然
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、

地
元
の
美
味
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
い

る
。
歴
史
あ
る
建
物
で
、
地
酒
や
ワ

イ
ン
と
味
わ
う
山
形
の
旬
。
ほ
か
で

は
体
験
で
き
な
い
贅
沢
な
時
間
だ
。

明
治
天
皇
ゆ
か
り
の

料
亭
で

極
上
の
体
験
を

　江
戸
時
代
末
期
に
、「
津
の
国
屋

吉
貞（
よ
し
て
い
）」の
屋
号
で
絹
織

物
織
元
を
営
ん
で
い
た
の
が
始
ま
り

だ
と
い
う「
吉
亭
」。
映
画『
忍
ぶ
川
』

（
熊
井
啓
監
督
）
の
ロ
ケ
地
と
し
て

も
有
名
で
、
大
正
期
に
建
て
ら
れ
た

本
屋
は
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
を
囲
む
庭

は
、
米
沢
市
内
で
は
最
も
古
い
庭
園

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
米
沢

の
昔
な
が
ら
の
四
季
の
風
情
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
店
を
訪
れ
た
ら
ぜ
ひ
味
わ
い

た
い
の
が
、
米
沢
を
代
表
す
る
食
材

で
あ
る
米
沢
牛
だ
。
厳
選
し
た
牛
肉

を
使
っ
て
供
さ
れ
る
、
す
き
焼
き
や

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
。
そ
し
て
吉
亭
だ
け

の
醍
醐
味
で
あ
る
、
懐
石
料
理
に
準

じ
る
郷
土
料
理
「
山
懐
料
理
」。
大

正
ロ
マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
、
最
上
級

の
地
の
食
材
に
舌
鼓
を
打
つ
。
古
き

良
き
時
代
の
米
沢
を
、
ぜ
ひ
吉
亭
で

体
感
し
て
ほ
し
い
。

古
き
良
き
時
代
の

風
を
感
じ
な
が
ら

米
沢
牛
を
堪
能

山形県山形市薬師町2-8-81　　
023-631-3644
https://kishoukaku.com
昼 11：30～14：30、夜 16：30～22：00
水曜日

米沢牛・山懐料理 吉亭
◯  山形県米沢市

山形県米沢市門東町1-3-46　
0238-23-1128
http://www.yoshitei.co.jp
昼 11：30～15：00（L.O.13：30）、
　夜 17：30～21：00（L.O.19：30）
水曜日

かつて上杉家の家老屋敷があった土地に建
てられたという吉亭。大正や昭和初期にタ
イムスリップしたような気分の中、味わう
料理は格別だ。
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得月楼を象徴する「梅」の字があしらわれ
た暖簾が印象的。得月楼では、自慢の庭園
を一望できる「高陽邸」をはじめ、11の座
敷で土佐ならではの味が楽しめる。

　
明
治
11
年
創
業
の
「
喜
楽
庵
」。

豊
後
水
道
の
身
の
引
き
締
ま
っ
た
魚

や
地
元
の
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
懐
石

料
理
、
新
鮮
な
ふ
ぐ
料
理
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
、
臼う

す
き杵
を
代
表
す
る

老
舗
で
あ
る
。
初
代
よ
り
料
理
屋
を

営
ん
で
き
た
こ
の
店
で
は
代
々
当
主

が
自
ら
包
丁
を
握
っ
て
お
り
、
現
在

は
5
代
目
が
自
慢
の
腕
を
振
る
っ
て

い
る
。

　
喜
楽
庵
で
は
、
ふ
ぐ
と
並
ぶ
名
物

と
し
て
本
膳
料
理
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
2
代
目
当
主
が
臼
杵
藩
主

の
料
理
番
を
務
め
た
廣
瀬
家
に
上

が
っ
て
藩
の
本
膳
料
理
（
武
家
が
客

を
も
て
な
す
た
め
の
料
理
。
日
本
料

理
の
原
型
と
も
い
わ
れ
る
）を
学
び
、

伝
承
を
許
さ
れ
た
も
の
。
本
膳
料
理

が
味
わ
え
る
店
は
日
本
に
数
軒
の
み

だ
と
い
う
。
大
正
１
年
建
造
の
歴
史

あ
る
建
物
で
味
わ
う
、
職
人
の
技
。

臼
杵
を
訪
れ
る
際
に
は
、
必
ず
立
ち

寄
り
た
い
名
店
だ
。

当
主
自
ら

腕
を
振
る
う

極
上
の
料
理

　
松
尾
芭
蕉
も
愛
し
た
と
い
う
、
北

陸
・
加
賀
の
山
中
温
泉
。
自
然
豊
か

な
こ
の
地
に
位
置
す
る
の
が
、
料
亭

「
明
月
楼
」
だ
。
大
正
時
代
に
川
魚

料
理
店
と
し
て
創
業
。
当
時
は
眼
下

の
渓
谷
で
釣
り
上
げ
た
鮎
や
岩
魚
な

ど
の
川
魚
を
そ
の
場
で
調
理
し
、
提

供
し
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
頃
の
名

残
り
が
、
現
在
店
の
名
物
と
し
て
供

さ
れ
て
い
る
鰻
。
今
は
厳
選
し
た
国

産
鰻
を
湧
き
水
が
入
っ
た
生
簀
で
活

か
し
、
そ
の
都
度
捌
い
て
丼
や
懐
石

料
理
に
仕
立
て
、
訪
れ
る
人
た
ち
に

口
福
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
部
屋
は
全
て
が
川
に
面
し
た
座
敷

で
、
広
間
を
含
め
て
全
5
室
。
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
っ
た
趣
を
醸
し
出
し
て

い
る
の
で
、
用
途
や
人
数
に
合
わ
せ

て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
川

の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

絶
品
の
料
理
を
味
わ
う
時
間
は
、
ま

さ
に
贅
沢
そ
の
も
の
。
至
福
の
ひ
と

時
を
全
身
で
体
感
し
た
い
。

自
然
あ
ふ
れ
る

温
泉
地
の
老
舗
で

絶
品
の
鰻
料
理
を

ふぐ・日本料理 喜楽庵
◯  大分県臼杵市

大分県臼杵市城南9組　　
0972-63-8855
https://usukikirakuan.com
昼 11：30～15：00、夜 17：00～22：00
水曜日（祝日の場合は営業）

畳敷きの座敷から和モダンな洋室まで、さ
まざまなニーズに応える個室を完備した喜
楽庵。絶品のふぐ料理や全国でも珍しい本
膳料理を味わうことができる。

料亭 明月楼
◯  石川県加賀市

石川県加賀市山中温泉下谷町ロ1-1　　
0761-78-0103
https://meigetsuro.jp
昼 11：00～14：00、夜 17：00～22：00
水曜日

落ち着いた雰囲気が漂う室内でいただく料
理は、素材だけでなく、器にも深いこだわ
りが。場の雰囲気も含め、五感をフルに使っ
て食を堪能してほしい。

2社14寺がほぼ一列に立ち並ぶ寺町通りに
佇立する一力。風格と懐かしさが同居する
静かな空間で、歴史と伝統を感じながら長
崎ならではの美食を堪能できる。

高知県高知市南はりまや町1-17-3　
088-882-0101
https://www.tokugetsu.co.jp　
昼 11：00～14：00（L.O. 13：30）、
　夜 17：00～22：00

料亭 得月楼
◯  高知県高知市

料亭 一力
◯  長崎県長崎市

　
高
知
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
は
り
ま

や
橋
」の
た
も
と
に
佇
む
料
亭「
得
月

楼
」。
明
治
3
年
の
創
業
以
来
、
そ
の

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
。

ま
た
、宮
尾
登
美
子
の
小
説『
陽
暉
楼
』

の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
高
知
を
代
表
す
る
老
舗
が
最

も
賑
わ
う
の
が
、
毎
年
１
月
中
旬
か

ら
3
月
中
旬
ご
ろ
に
か
け
て
咲
く
鉢

植
え
の
梅（
＝
盆
梅
）を
座
敷
に
並
べ

る「
盆
梅
展
」の
時
期
。
初
代
店
主
が

蒐
集
を
始
め
、
代
々
の
店
主
が
大
切

に
育
て
て
き
た
盆
梅
の
数
々
を
目
当

て
に
、
全
国
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ

る
と
い
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
得
月
楼
の
特
長
は
梅

だ
け
に
あ
ら
ず
。
初
代
板
前
よ
り
受

け
継
い
だ
技
が
光
る
「
土
佐
会
席
」

や
郷
土
料
理
で
あ
る
「
皿さ

わ
ち鉢

料
理
」

と
い
っ
た
土
佐
な
ら
で
は
の
味
に
、

幕
末
の
著
名
な
庭
師
の
手
に
よ
る
庭

園
な
ど
、
そ
の
も
て
な
し
の
心
は
一

年
を
通
し
て
堪
能
で
き
る
。

高
知
を
代
表
す
る

料
亭
で
楽
し
む

伝
統
の
味

　
文
化
10
年
に
長
崎
の
街
で
産
声
を

上
げ
た
料
亭「
一
力
」。幕
末
期
に
は
、

全
国
か
ら
こ
の
地
に
集
ま
っ
て
き
た

志
士
た
ち
も
通
っ
た
と
い
わ
れ
る
、

歴
史
あ
る
名
店
だ
。
こ
の
店
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
長
崎
名
物

「
卓し

っ
ぽ
く袱料
理
」。
当
時
、
日
本
で
唯
一

海
外
に
開
か
れ
て
い
た
長
崎
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ

れ
ら
が
日
本
の
文
化
と
融
合
し
、
独

自
の〝
和
華
蘭
〞文
化
が
花
開
い
た
。

卓
袱
料
理
も
、
和
食
と
中
華
、
そ
し

て
阿オ

ラ
ン
ダ

蘭
陀
な
ど
西
欧
の
食
の
融
合
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
。
一
力
で

は
、
こ
の
長
崎
を
代
表
す
る
伝
統
の

料
理
を
正
統
派
の
味
と
技
で
今
に
伝

え
て
い
る
。

　
激
動
の
時
代
を
見
つ
め
続
け
て
き

た
一
力
。
今
も
、
建
物
内
に
は
そ
こ

か
し
こ
に
あ
の
頃
の
面
影
が
残
さ
れ

て
い
る
。
ゆ
る
や
か
な
時
が
流
れ
る

空
間
で
、
歴
史
の
ド
ラ
マ
に
思
い
を

馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

幕
末
の
息
吹
を

感
じ
な
が
ら
楽
し
む

長
崎
伝
統
の
味

長崎県長崎市諏訪町8-20　
095-824-0226　
https://www.ichiriki.jp
昼 11：30～13：30、夜 17：00～19：30
不定休
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得月楼を象徴する「梅」の字があしらわれ
た暖簾が印象的。得月楼では、自慢の庭園
を一望できる「高陽邸」をはじめ、11の座
敷で土佐ならではの味が楽しめる。

　
明
治
11
年
創
業
の
「
喜
楽
庵
」。

豊
後
水
道
の
身
の
引
き
締
ま
っ
た
魚

や
地
元
の
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
懐
石

料
理
、
新
鮮
な
ふ
ぐ
料
理
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
、
臼う

す
き杵

を
代
表
す
る

老
舗
で
あ
る
。
初
代
よ
り
料
理
屋
を

営
ん
で
き
た
こ
の
店
で
は
代
々
当
主

が
自
ら
包
丁
を
握
っ
て
お
り
、
現
在

は
5
代
目
が
自
慢
の
腕
を
振
る
っ
て

い
る
。

　
喜
楽
庵
で
は
、
ふ
ぐ
と
並
ぶ
名
物

と
し
て
本
膳
料
理
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
2
代
目
当
主
が
臼
杵
藩
主

の
料
理
番
を
務
め
た
廣
瀬
家
に
上

が
っ
て
藩
の
本
膳
料
理
（
武
家
が
客

を
も
て
な
す
た
め
の
料
理
。
日
本
料

理
の
原
型
と
も
い
わ
れ
る
）を
学
び
、

伝
承
を
許
さ
れ
た
も
の
。
本
膳
料
理

が
味
わ
え
る
店
は
日
本
に
数
軒
の
み

だ
と
い
う
。
大
正
１
年
建
造
の
歴
史

あ
る
建
物
で
味
わ
う
、
職
人
の
技
。

臼
杵
を
訪
れ
る
際
に
は
、
必
ず
立
ち

寄
り
た
い
名
店
だ
。

当
主
自
ら

腕
を
振
る
う

極
上
の
料
理

　
松
尾
芭
蕉
も
愛
し
た
と
い
う
、
北

陸
・
加
賀
の
山
中
温
泉
。
自
然
豊
か

な
こ
の
地
に
位
置
す
る
の
が
、
料
亭

「
明
月
楼
」
だ
。
大
正
時
代
に
川
魚

料
理
店
と
し
て
創
業
。
当
時
は
眼
下

の
渓
谷
で
釣
り
上
げ
た
鮎
や
岩
魚
な

ど
の
川
魚
を
そ
の
場
で
調
理
し
、
提

供
し
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
頃
の
名

残
り
が
、
現
在
店
の
名
物
と
し
て
供

さ
れ
て
い
る
鰻
。
今
は
厳
選
し
た
国

産
鰻
を
湧
き
水
が
入
っ
た
生
簀
で
活

か
し
、
そ
の
都
度
捌
い
て
丼
や
懐
石

料
理
に
仕
立
て
、
訪
れ
る
人
た
ち
に

口
福
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
部
屋
は
全
て
が
川
に
面
し
た
座
敷

で
、
広
間
を
含
め
て
全
5
室
。
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
っ
た
趣
を
醸
し
出
し
て

い
る
の
で
、
用
途
や
人
数
に
合
わ
せ

て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
川

の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

絶
品
の
料
理
を
味
わ
う
時
間
は
、
ま

さ
に
贅
沢
そ
の
も
の
。
至
福
の
ひ
と

時
を
全
身
で
体
感
し
た
い
。

自
然
あ
ふ
れ
る

温
泉
地
の
老
舗
で

絶
品
の
鰻
料
理
を

ふぐ・日本料理 喜楽庵
◯  大分県臼杵市

大分県臼杵市城南9組　　
0972-63-8855
https://usukikirakuan.com
昼 11：30～15：00、夜 17：00～22：00
水曜日（祝日の場合は営業）

畳敷きの座敷から和モダンな洋室まで、さ
まざまなニーズに応える個室を完備した喜
楽庵。絶品のふぐ料理や全国でも珍しい本
膳料理を味わうことができる。

料亭 明月楼
◯  石川県加賀市

石川県加賀市山中温泉下谷町ロ1-1　　
0761-78-0103
https://meigetsuro.jp
昼 11：00～14：00、夜 17：00～22：00
水曜日

落ち着いた雰囲気が漂う室内でいただく料
理は、素材だけでなく、器にも深いこだわ
りが。場の雰囲気も含め、五感をフルに使っ
て食を堪能してほしい。

2社14寺がほぼ一列に立ち並ぶ寺町通りに
佇立する一力。風格と懐かしさが同居する
静かな空間で、歴史と伝統を感じながら長
崎ならではの美食を堪能できる。

高知県高知市南はりまや町1-17-3　
088-882-0101
https://www.tokugetsu.co.jp　
昼 11：00～14：00（L.O. 13：30）、
　夜 17：00～22：00

料亭 得月楼
◯  高知県高知市

料亭 一力
◯  長崎県長崎市

　
高
知
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
は
り
ま

や
橋
」の
た
も
と
に
佇
む
料
亭「
得
月

楼
」。
明
治
3
年
の
創
業
以
来
、
そ
の

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
。

ま
た
、宮
尾
登
美
子
の
小
説『
陽
暉
楼
』

の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
高
知
を
代
表
す
る
老
舗
が
最

も
賑
わ
う
の
が
、
毎
年
１
月
中
旬
か

ら
3
月
中
旬
ご
ろ
に
か
け
て
咲
く
鉢

植
え
の
梅（
＝
盆
梅
）を
座
敷
に
並
べ

る「
盆
梅
展
」の
時
期
。
初
代
店
主
が

蒐
集
を
始
め
、
代
々
の
店
主
が
大
切

に
育
て
て
き
た
盆
梅
の
数
々
を
目
当

て
に
、
全
国
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ

る
と
い
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
得
月
楼
の
特
長
は
梅

だ
け
に
あ
ら
ず
。
初
代
板
前
よ
り
受

け
継
い
だ
技
が
光
る
「
土
佐
会
席
」

や
郷
土
料
理
で
あ
る
「
皿さ

わ
ち鉢
料
理
」

と
い
っ
た
土
佐
な
ら
で
は
の
味
に
、

幕
末
の
著
名
な
庭
師
の
手
に
よ
る
庭

園
な
ど
、
そ
の
も
て
な
し
の
心
は
一

年
を
通
し
て
堪
能
で
き
る
。

高
知
を
代
表
す
る

料
亭
で
楽
し
む

伝
統
の
味

　
文
化
10
年
に
長
崎
の
街
で
産
声
を

上
げ
た
料
亭「
一
力
」。幕
末
期
に
は
、

全
国
か
ら
こ
の
地
に
集
ま
っ
て
き
た

志
士
た
ち
も
通
っ
た
と
い
わ
れ
る
、

歴
史
あ
る
名
店
だ
。
こ
の
店
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
長
崎
名
物

「
卓し

っ
ぽ
く袱料
理
」。
当
時
、
日
本
で
唯
一

海
外
に
開
か
れ
て
い
た
長
崎
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ

れ
ら
が
日
本
の
文
化
と
融
合
し
、
独

自
の〝
和
華
蘭
〞文
化
が
花
開
い
た
。

卓
袱
料
理
も
、
和
食
と
中
華
、
そ
し

て
阿オ

ラ
ン
ダ

蘭
陀
な
ど
西
欧
の
食
の
融
合
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
。
一
力
で

は
、
こ
の
長
崎
を
代
表
す
る
伝
統
の

料
理
を
正
統
派
の
味
と
技
で
今
に
伝

え
て
い
る
。

　
激
動
の
時
代
を
見
つ
め
続
け
て
き

た
一
力
。
今
も
、
建
物
内
に
は
そ
こ

か
し
こ
に
あ
の
頃
の
面
影
が
残
さ
れ

て
い
る
。
ゆ
る
や
か
な
時
が
流
れ
る

空
間
で
、
歴
史
の
ド
ラ
マ
に
思
い
を

馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

幕
末
の
息
吹
を

感
じ
な
が
ら
楽
し
む

長
崎
伝
統
の
味

長崎県長崎市諏訪町8-20　
095-824-0226　
https://www.ichiriki.jp
昼 11：30～13：30、夜 17：00～19：30
不定休
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を
持
ち
、
多
彩
な
取
り
扱
い
品
目
の

な
か
か
ら
、
オ
ー
ナ
ー
の
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
建
材
や
設
備
を
セ
レ
ク
ト

で
き
る
。
ま
た
、
東
京
や
神
奈
川
で

の
施
工
実
績
が
豊
富
な
た
め
、
東
京

特
有
の
狭
小
な
立
地
、
横
浜
に
多
い

坂
道
の
あ
る
住
宅
地
や
傾
斜
地
へ
の

対
応
力
が
あ
る
の
も
頼
も
し
い
。

　「
ハ
ビ
の
家
」
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
性

を
重
視
し
た
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
住
宅

を
希
望
す
る
オ
ー
ナ
ー
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
な
住
宅
設
計
で
定
評
の
あ

る
株
式
会
社
ニ
ナ
イ
テ
と
業
務
提
携
。

「
こ
ん
な
暮
ら
し
が
し
た
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
家
づ
く
り
を
ト
ー
タ
ル

で
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

体
制
が
あ
る
こ
と
も
魅
力
だ
。

　
2
0
2
1
年
に
日
本
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
リ
サ
ー
チ
の
不
動
産
関
係
者
が

選
ぶ
工
務
店
信
頼
度
ナ
ン
バ
ー
１
に

選
ば
れ
て
い
る
株
式
会
社
ハ
ビ
タ
ッ

ト
。
建
築
・
不
動
産
の
プ
ロ
か
ら
評

価
を
得
て
い
る
の
は
高
品
質
の
証
と

も
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
保
証
面
に
お

い
て
も
、
構
造
躯
体
へ
の
10
年
保
証

に
加
え
、
オ
プ
シ
ョ
ン
保
証
も
充
実

し
て
い
る
。
家
を
建
て
る
予
定
の
あ

る
方
は
要
注
目
だ
。

づ
く
り
は
一
生
に
一
度
か

も
し
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、

オ
ー
ナ
ー
自
身
が
納
得
で

き
る
デ
ザ
イ
ン
、
品
質
、
性
能
で
あ

る
こ
と
が
重
要
だ
。
外
観
、間
取
り
、

建
材
、
設
備
…
…
家
を
建
て
る
こ
と

は
選
択
の
連
続
。
耐
震
、
断
熱
、
気

密
や
防
音
と
い
っ
た
こ
と
に
も
こ
だ

わ
り
た
い
。注
文
住
宅
ブ
ラ
ン
ド「
ハ

ビ
の
家
」は
、丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
ハ
イ
セ
ン
ス
な
設
計
、
確

か
な
施
工
力
で
オ
ー
ナ
ー
の
家
づ
く

り
を
支
え
て
く
れ
る
。

　
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
手
が
け
る
株
式

会
社
ハ
ビ
タ
ッ
ト
は
、
2
0
0
5
年

の
創
業
以
来
、
住
宅
の
み
な
ら
ず
、

不
動
産
会
社
や
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か

ら
依
頼
を
受
け
る
施
工
会
社
と
し

て
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
大
規
模

住
宅
を
含
め
て
、
多
種
多
様
な
物
件

を
建
て
て
き
た
。
そ
の
実
績
は
、
住

宅
資
材
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
一
般
的
な
家
づ
く
り
で
は
、
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
が
懇
意
に

し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
商
材
の
な
か

か
ら
ア
イ
テ
ム
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
が
少

な
く
な
い
。
し
か
し
ハ
ビ
タ
ッ
ト
は

幅
広
い
メ
ー
カ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

家

1.リビング、ダイニング、
キッチンの内装はシンプル
にし、海だけを惹き立てる
よう設計。2.空、雲、海を
望むこの土地の環境を最大
限に生かし、額に見立てた
バルコニーを提案。3.防犯
面に配慮しながらも美意識
を感じさせる外観。

1.経験豊富な建築士・設計士・コー
ディネーターが家づくりをサポー
ト。 2.横浜スタジアムそばの事務
所エントランス。奥にはキッズス
ペースも。

キッチンとダイニングをつなぐ
下がり天井に間接照明を入れ、
“魅せる空間”を演出した事例。

自由度の高い設計と
ハビタットの施工力で
美しく、心地いい家を
　家づくりのプロフェッショナルであ
るハビタットと、設計のプロフェッ
ショナルである私たちニナイテがタッ
グを組んで、オーナー様に心からご満
足いただける家づくりをする、それが
「ハビの家」です。都内の狭小住宅から、
郊外型の大邸宅、別荘などあらゆる
ニーズに対応できるのがニナイテの強
み。一方のハビタットはBtoBの業務
を多く手がけることから、タイルや壁・
床材といった資材のトレンド、耐震・
断熱・地盤改良の最先端の工法を熟知
しています。制約のある土地や難しい
条件であっても、既成概念を取り払い、
どうすればオーナー様の想いを実現で
きるのかを探るのが「ハビの家」の基
本スタンス。オーダーメイド設計とプ
ロが認める高い施工技術で、オーナー
様の理想にジャストフィットした住ま
いをご提案しています。

神奈川県横浜市中区尾上町1-8
関内新井ビルディング8F 

受付時間は平日9:00～18:00（年末年始は除く）
0120-376555

https://habinoie.co.jp/

1

2

3

1 2

柔軟な設計力と高い施工技術で

理想以上の暮らしが叶う「ハビの家」
オーナーが本当に建てたい家をつくりたい、そんな想いから始まった注文住宅「ハビの家」。
中核にあるのは、「お客様の気持ちに寄り添ったヒアリングと、柔軟で枠にとらわれないアイデアで、
最善の家づくりをお手伝いする」という考え方。「ハビの家」なら夢の住まいが叶うだろう。

設計士として300 棟ほどの家づく
りに携わり、2017年に株式会社
ニナイテを設立。ニナイテとは『担
い手』で、家のつくり手をサポー
トして、物事を整理し、責任を持っ
て引き受け、導く人を意味する。

株式会社ニナイテ  代表取締役社長
松下泰久

「ハビの家」の
詳細・資料請求
はこちらから

公式webサイト

施工事例の
ルームツアー
などを配信

YouTube

インテリア
コーディネーター
が情報を発信

Instagram
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を多く手がけることから、タイルや壁・
床材といった資材のトレンド、耐震・
断熱・地盤改良の最先端の工法を熟知
しています。制約のある土地や難しい
条件であっても、既成概念を取り払い、
どうすればオーナー様の想いを実現で
きるのかを探るのが「ハビの家」の基
本スタンス。オーダーメイド設計とプ
ロが認める高い施工技術で、オーナー
様の理想にジャストフィットした住ま
いをご提案しています。

神奈川県横浜市中区尾上町1-8
関内新井ビルディング8F 

受付時間は平日9:00～18:00（年末年始は除く）
0120-376555

https://habinoie.co.jp/

1

2

3

1 2

柔軟な設計力と高い施工技術で

理想以上の暮らしが叶う「ハビの家」
オーナーが本当に建てたい家をつくりたい、そんな想いから始まった注文住宅「ハビの家」。
中核にあるのは、「お客様の気持ちに寄り添ったヒアリングと、柔軟で枠にとらわれないアイデアで、
最善の家づくりをお手伝いする」という考え方。「ハビの家」なら夢の住まいが叶うだろう。

設計士として300 棟ほどの家づく
りに携わり、2017年に株式会社
ニナイテを設立。ニナイテとは『担
い手』で、家のつくり手をサポー
トして、物事を整理し、責任を持っ
て引き受け、導く人を意味する。

株式会社ニナイテ  代表取締役社長
松下泰久

「ハビの家」の
詳細・資料請求
はこちらから

公式webサイト

施工事例の
ルームツアー
などを配信

YouTube

インテリア
コーディネーター
が情報を発信

Instagram







　「
足
が
重
い
、つ
る
、む
く
む
、か

ゆ
い
、
血
管
が
こ
ぶ
の
よ
う
に
膨
ら

ん
で
い
る
、
皮
膚
が
変
色
し
て
い
る

と
いっ
た
足
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。そ
れ
は
下
肢
静
脈
瘤
の

症
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
語
る

の
は
、関
内
医
院
の
村
山
院
長
。

　「
下
肢
静
脈
瘤
（
か
し
じ
ょ
う

み
ゃ
く
り
ゅ
う
）」
と
は
静
脈
の
弁

が
何
ら
か
の
原
因
で
壊
れ
て
血
液

が
逆
流
し
、
足
の
下
の
静
脈
に
瘤

（
こ
ぶ
）
が
で
き
る
病
気
。加
齢
と

と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
「
脂
肪

の
多
い
人
や
女
性
に
多
く
、
特
に

妊
娠
を
機
に
発
症
し
や
す
く
、
長

時
間
の
立
ち
仕
事
、
重
い
荷
物
を

扱
う
職
業
の
人
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に

も
多
く
見
ら
れ
る
」そ
う
。遺
伝
に

も
関
係
す
る
疾
病
と
も
。

　「
良
性
疾
患
で
す
が
、
自
然
に

治
る
こ
と
は
な
く
、
悪
化
す
る
と

皮
膚
の
色
素
沈
着
、
潰
瘍
、
血
栓

性
の
炎
症
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。弾
圧
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履

く
と
い
う
対
処
法
も
あ
り
ま
す

が
、根
本
的
な
治
療
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
根
本
的
な
治
療
と
し
て
は
、
従

来
の
手
術
と
比
べ
て
傷
が
小
さ
く

痛
み
も
少
な
い『
血
管
内
焼
灼
術
』、

『
レ
ー
ザ
ー
治
療
』、
大
腿
部
や
ふ

く
ら
は
ぎ
の
伏
在
静
脈
を
抜
去

す
る
『
静
脈
抜
去
術
』
な
ど
が
あ

り
ま
す
」と
村
山
院
長
。

　
同
院
で
は「
グ
ル
ー
治
療
」と
呼

ば
れ
る
新
し
い
治
療
法
が
２
０
１

９
年
か
ら
保
険
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。グ
ル
ー
治
療
は
、
瞬
間
接
着

剤
を
静
脈
に
注
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、血
液
の
逆
流
を
防
ぐ
治
療

法
。合
併
症
の
リ
ス
ク
が
抑
え
ら

れ
、
静
脈
を
焼
か
ず
、
局
部
麻
酔

が
可
能
に
。

　「
下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
は
ど
れ

も
危
険
の
な
い
手
術
で
す
が
、ご
く

ま
れ
に
出
血
や
血
腫
、
水
泡
、
再

発
、感
染
、深
部
静
脈
血
栓
症
、肺

梗
塞
、
手
術
の
際
の
麻
酔
に
よ
る

合
併
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

　
合
併
症
の
リ
ス
ク
は
あ
る
も
の

の
、症
状
や
体
調
に
応
じ
、適
切
な

治
療
法
を
実
施
し
て
き
た
結
果
、

合
併
症
率
は
０
・
１
％
以
下
と
い

う
関
内
医
院
。「
こ
れ
ま
で
に
重
篤

な
合
併
症
を
お
こ
し
た
患
者
さ
ん

は
い
ま
せ
ん
が
、
万
が
一の
事
態
に

備
え
て
迅
速
に
対
処
で
き
る
体
制

も
整
って
い
ま
す
」。

　
下
肢
静
脈
瘤
は
、
脚
の
症
状
以

外
に
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
そ
う
。内

科
、消
化
器
内
科
、外
科
、肛
門
外

科
、
皮
膚
科
、
形
成
外
科
ま
で
各

専
門
分
野
の
医
師
が
在
籍
す
る

関
内
医
院
。個
人
の
背
景
を
考
慮

し
、
全
身
状
態
も
あ
わ
せ
て
総
合

的
に
診
察
し
て
く
れ
る
の
で
、脚
の

症
状
で
困
っ
て
い
る
人
は
来
院
し

て
み
て
は
。

足の違和感を感じたら早めに専門医に相談を
「下肢静脈瘤」専門医が語る、症状と有効な治療法

慶應義塾大学医学部卒業、2006年医学博士号（外科
学）取得、2007年ハーバード大学医学部研究員に。東京
都共済会中央病院外科などを経て、2008年から現職。
2018年アメリカ静脈学会（The American College 
of Phlebology）特 別 賞（Abstract Grant Winner）
受賞。日本外科学会認定外科専門医

045-663-7161
横浜市中区尾上町5-76 明治屋尾上町ビル3F

（関内駅北口徒歩4分・市営地下鉄関内駅7番出口より徒歩3分）
土曜午後・日曜午後・祝日
https://www.kannai-iin.com/

【午前】  9：00～13：00
【午後】15：00～18：00

診察時間

電 話
住 所

休 診 日
U R L

内科・消化器内科・外科・肛門外科・皮膚科・形成外科

理事長・院長　村山 剛也

医療法人社団慶博会  関内医院

１ ２

　中区にある「関内医院」は、複数の診療科目でそれぞれ専門分野の医師が担当し、連携しながら総合的な治療を
進めています。今回は、下肢静脈瘤の治療において9,846例（1万3338肢）※の実績を持つ医療法人社団「慶博会」
理事長兼関内医院の院長・村山剛也先生に症状と治療法について聞きました。

チェックリスト

1. 院内処置室
2. 院内待合室

下肢静脈瘤でよくある症状
□　足首やふくらはぎ、太ももの内側に
　　血管が浮き出てボコボコしている
□　足が重い、だるいと感じることが多い
□　足のかゆみや湿疹が気になる
□　夜中や明け方に足がよくつる
□　足首の皮膚が黒っぽく変色している
□　親族に下肢静脈瘤の人がいる

※受付は各15分前▲10：00～13：00。臨時の診療時間変更や休診の場合があります。

月　火　水　木　金　土　日
9：00～13：00
15：00～18：00

関内医院では特殊検査も行っています

16

馬車道

関内駅根岸線根岸線根岸線

ブルーライン

16

※医療法人社団慶博会には関内医院･つなしま医院･村山クリニックの３院があり、治療実績数は2024年6月末日現在の３院合計の実績数です





GoPro HERO12 Black
￥62,800（税込）

思い出を臨場感たっぷりに残せる
タフで機動力に優れたアクションカメラ
　暑さも一段落し、屋外でのアクティビティが増える
秋。旅行やアウトドアレジャーの楽しみの幅を広げて
くれるのが、小型ながら手ブレ補正機能や防水性能、
広角レンズなどを搭載したアクションカメラだ。
　そんなアクションカメラの先駆者的な存在が「GoPro」
だ。GoPro社の創設者兼CEOのニック・ウッドマ
ンが、かつて趣味のサーフィンで迫力ある写真を高画
質で撮影できるカメラを求めたことからその歴史は始
まった。2005年4月に初代となる、手首に装着して
水中撮影が可能な35mmフィルムカメラを発表。そ
の後はデジタルへの移行、ビデオ撮影機能の追加、広
角撮影への対応など、時代とともに改良を重ねて現在
に至る。
　「HERO12 Black」は、12世代目となるGoProの
最新モデルだ。従来製品のパフォーマンスを受け継い
だまま、バッテリーの性能向上により撮影可能時間が
最大2倍に増加した。新アクセサリー「Maxレンズモジュ
ラー2.0」では、177度というGoPro史上最大の超広
角撮影を実現。Apple AirPodsなどのBluetoothオー
ディオデバイスの接続対応や、自動的に発動する
HyperSmooth 6.0ビデオブレ補正を搭載するなど、
撮影機能も大幅にアップグレードしている。プロも使
えるパワフルなモデルながら、直感的な画面デザインで、
カジュアルユーザーでも十分に使いこなせる。
　一人称視点で、臨場感いっぱいに思い出を残せるの
がアクションカメラの魅力だ。いつもはスマホのカメ
ラで済ませているという人も、今年はGoProで新た
な記録の楽しみを見出してみてはいかがだろうか。

GoPro Inc .　 gopro.com

大人の逸品

tSuwa
mono
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